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スぶ ブト１ メク>  ー)しお よひ’ニ毒レン ズI)  コ ール；水酸化ナト ソウ へ茸にT  袖 血し 、

島 津恨2り. 分九瓢皮 計に ぶ') Iレ十ンを被 宋 に 測 定 いi  いft ．

粕果　 庫`層 クV･X     トグラ フr- j リ分離 し竣 索しr- とこラ,ﾀ も ﾄﾞｷﾞ`の内I  ^□ 者 む
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